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問題44　Ａ市は、同市内に市民会館を設置しているが、その運営は民間事業者である株式
会社Ｂに委ねられており、利用者の申請に対する利用の許可なども、Ｂによってな
されている。住民の福利を増進するためその利用に供するために設置される市民会
館などを地方自治法は何と呼び、また、その設置などに関する事項は、特別の定め
がなければ、どの機関によりどのような形式で決定されるか。さらに、同法によれ
ば、その運営に当たるＢのような団体は、何と呼ばれるか。40 字程度で記述しな
さい。

（下書用）

問題45　Ａは複数の債権者から債務を負っていたところ、債権者の一人で懇意にしている
Ｂと相談の上、Ｂに優先的な満足を得させる意図で、Ａ所有の唯一の財産である甲
土地を、代物弁済としてＢに譲渡した。その後、Ｂは同土地を、上記事情を知らな
いＣに時価で売却し、順次、移転登記がなされた。この場合において、Ａの他の債
権者Ｘは、自己の債権を保全するために、どのような権利に基づき、誰を相手とし
て、どのような対応をとればよいか。判例の立場を踏まえて 40 字程度で記述しな
さい。

（下書用）
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［問題44〜問題46は記述式］ 解答は、必ず答案用紙裏面の解答欄（マス目）に記述す
ること。なお、字数には、句読点も含む。( )


